
企業や投資家が市場の動きを把握する際に用いる手法の一つに「統計」があります。統計とは、ある集団内で起こった事象を数量的に表し、そ
の集団の特徴を探ること。具体例で説明しましょう。ある高校で実力テストを実施したところ、1組と2組の平均点は同じ80点でした。これだけ
を見ると、1組と2組は同じようなクラスだと思いますね。しかし詳しく見ていくと、1組は85点や75点といった平均点付近の生徒が多かったのに
対し、2組は100点や95点の生徒と、65点や60点といった生徒に分散していました。これでは、1組と2組が同じようなクラスだとはとても言え
ません。このようなことがあるため、分析では複数の指標を組み合わせたり、データをグラフにしたりして、複眼的に見ていくことが大切なので
す。情報技術の進化により、いろいろなデータを入手することは容易になりました。しかしデータを集めることと、そこから「真実」を読み取るこ
とは違います。そして、いま、ビジネスの現場で求められているのは、正に後者なのです。
（長 國強 教授：経営統計）

市場戦略学科のその他の演習（ゼミ）テーマもCheck! P.102

◆商品とキャラクターのコラボレーションが消費者行動に与える影響について
◆損害保険業界におけるM&Aの比較
◆クーポンが消費者の購買行動に与える効果について
◆スターバックスのブランディングとその成功要因について
◆就職における企業クチコミと信頼性：関与との関連から
◆SNSにおける企業のマーケティング活用
◆青果物流通における卸売市場システムの変化と課題
◆我が国のショッピングセンターの変遷
◆いわゆる「若者のクルマ離れ」と自動車広告
◆組織を上手く機能させるためのリーダーシップとは？

2020年の東京オリンピックを見据え、「オリンピック
開催時の経済効果やスポーツ用品の売上の向上」に
ついて研究しました。経済効果に関しては、さまざま
な資料を読み込んで考察した結果、インフラ整備に
伴う多種多様な産業にビジネス拡大の可能性がある
とわかりました。スポーツ用品の売上を向上させる方
法に関しては、アンケートで得たデータと販売手法の
資料から、需要の拡大に伴って価格を上げる場合、
18％未満に抑えることが重要だと結論づけました。

▶ 私の研究テーマ ▶ 卒業論文・研究課題例

飯塚 直人
市場戦略学科 2017年卒業

群馬県立前橋商業高等学校 出身

収集したデータに対し
て統計ソフトを用いて
分析を加え、企業経営
を科学的に分析するス
キルを修得する

都内の有力大学のゼミ
と共同研究発表会を開
催し、プレゼン能力を中
心とするコミュニケー
ション能力を修得する

少人数のゼミでは、学
生の研究に対して、担
当教員と学生が活発な
討論を行い、専門知識
を深く修得する

ゼミでの
マーケティング研究

パソコンを使い
経営を科学的に
分析

夏休みの合宿で、教員・
学生の親睦を深めると
ともに、年度前半の振
り返りと、年度後半の
学習目標を明確化する

ゼミ合宿の風景

他大学との
研究発表会
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市場戦略学科
男：472人（53%） 女：412人（47％）

総計：884人
2016年5月1日時点

データから

「真実」を読み取る

総務省統計局統計資料館（東京都新宿区）でのフィールドワーク

ビッグデータの時代では、データの科学的な
分析や論理的思考の重要性が高まっていま
す。マーケティング・サイエンスや情報処理基
礎・応用など、パソコンを用いたデータ分析
実習の科目が充実しており、現在求められて
いる科学的な分析スキルが身につきます。

企業経営で最も重要なことは、消費者の目
線から経営を考えるというマーケティング志
向です。マーケティング・リサーチや消費者
行動論など、様々なマーケティング関連科目
を配置しており、企業のマーケティング活動
を幅広くかつ深く学ぶことができます。

少人数で学修する演習（ゼミ）が多数開講さ
れています。興味に合ったゼミを選択し、
チーム活動を通じて本格的な研究を行いま
す。研究では、インタビュー、討論、プレゼン
などが行われ、コミュニケーション能力など
の対人スキルを向上させることができます。

市場戦略学科は、すべての企業は市場に対して戦略的に対応していくことが必要不可欠であるという強い認識のもとに命名されま
した。企業が市場に対して戦略的に対応するには、（1）消費者ニーズをもとにした事業機会の発見・創造、（2）魅力的な商品の開発、
（3）消費者に商品購入を促す効果的な広告戦略などが必要です。市場戦略学科は、こうした活動の基礎となるマーケティングや経営
学の専門知識を提供します。また、パソコンを用いたデータ分析実習などによって、修得した専門知識が実際に活用できるような様々
な工夫を行っています。これらの取組みにより、マーケターやアナリスト、企業家として活躍できる人材を育成します。

マーケティングの発想で、新たな価値を創造する人材を育成する

▶ 学びのポイント

データ分析によって、
科学的分析を
学びます

マーケティングから、
経営の本質を
学びます

チーム活動によって、
対人スキルが
向上します
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